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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年12月24日(2010.12.24)

【公表番号】特表2010-519315(P2010-519315A)
【公表日】平成22年6月3日(2010.6.3)
【年通号数】公開・登録公報2010-022
【出願番号】特願2009-551045(P2009-551045)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/375    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/355    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/202    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/205    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/198    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ２３Ｋ   1/18     (2006.01)
   Ａ２３Ｋ   1/16     (2006.01)
   Ａ２３Ｋ   1/175    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  31/375   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/355   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/202   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/205   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/14    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/24    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/198   　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/04    　　　　
   Ａ２３Ｋ   1/18    　　　Ａ
   Ａ２３Ｋ   1/16    ３０２Ｂ
   Ａ２３Ｋ   1/16    ３０１Ｆ
   Ａ２３Ｋ   1/16    ３０１Ｄ
   Ａ２３Ｋ   1/175   　　　　
   Ａ２３Ｋ   1/16    ３０１Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成22年11月5日(2010.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　約２００～約１２００ＩＵ／ｋｇのビタミンＥ；
　約５０～約５００ｐｐｍのビタミンＣ；
　約０．１％～約０．７％のＥＰＡ；及び
　約０．１％～約０．５％のＤＨＡを含んでなるペット食品組成物。
【請求項２】
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　約０．２％～約０．４％のＤＨＡを含んでなる、請求項１の組成物。
【請求項３】
　約２００～約１２００ＩＵ／ｋｇのビタミンＥを含んでなる、請求項１又は２の組成物
。
【請求項４】
　約５０～約５００ｐｐｍのビタミンＣを含んでなる、請求項１～３のいずれか１項の組
成物。
【請求項５】
　約１００ｐｐｍ～約５００ｐｐｍのカルニチンを含んでなる、請求項１～４のいずれか
１項の組成物。
【請求項６】
　約２４００ｐｐｍ～約７５００ｐｐｍのコリンを含んでなる、請求項１～５のいずれか
１項の組成物。
【請求項７】
　約０．１％～約０．６％のＥＰＡを含んでなる、請求項１～６のいずれか１項の組成物
。
【請求項８】
　約５０ｐｐｍ～約２００ｐｐｍのマンガンを含んでなる、請求項１～７のいずれか１項
の組成物。
【請求項９】
　約０．５％～約１．６％のメチオニンを含んでなる、請求項１～８のいずれか１項の組
成物。
【請求項１０】
　０～約９０重量％の炭水化物；
　約５～約７０重量％のタンパク質；
　約２～約５０重量％の脂肪；
　約０．１～約２０重量％の総食物繊維；
　０～約１５重量％のビタミン、ミネラルと、動物の栄養必要量を支える多様な百分率に
おける他の栄養素をさらに含んでなる、請求項１～９のいずれか１項の組成物。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項のペット食品組成物をネコ科動物へ、または該ネコ科動
物が子宮内にいる間に該ネコ科動物の母猫へ投与することを含んでなる、該ネコ科動物の
抗原に対する免疫応答を強化するための方法。
【請求項１２】
　ネコ科動物が仔猫である、請求項１１の方法。
【請求項１３】
　ネコ科動物が、請求項１～１０のいずれか１項の組成物を妊娠の間に給餌した母猫（a 
queen）より産まれたものである、請求項１１又は１２の方法。
【請求項１４】
　請求項１～１０のいずれか１項の組成物を妊娠前に母猫へ給餌する、請求項１３の方法
。
【請求項１５】
　請求項１～１０のいずれか１項の組成物を離乳前に仔猫へ給餌する、請求項１２～１４
のいずれか１項の方法。
【請求項１６】
　請求項１～１０のいずれか１項の組成物からなる組成物を離乳後に仔猫へ給餌する、請
求項１２～１５のいずれか１項の方法。
【請求項１７】
　免疫応答が体液性免疫応答である、請求項１１～１６のいずれか１項の方法。
【請求項１８】
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　免疫応答が体液性獲得免疫応答である、請求項１１～１７のいずれか１項の方法。
【請求項１９】
　体液性獲得免疫応答に、抗原に対する抗体の産生及び放出が含まれる、請求項１８の方
法。
【請求項２０】
　抗原がワクチンにおいて提示される、請求項１１～１９のいずれか１項の方法。
【請求項２１】
　ワクチンが、ネコ汎白血球減少症、ネコヘルペスウイルス１型、ネコカリシウイルス、
ネコ白血病ウイルス、狂犬病、クラミジア症、ネコ伝染性腹膜炎、気管支敗血症菌感染、
皮膚糸状菌症、及びジアルジア症からなる群より選択される、請求項２０の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　[0005]　ある側面において、本発明は、抗原でチャレンジされるときに動物の免疫系又
は免疫応答を強化するのに有用である組成物に関する。
　[0006]　本発明には、
　約２００～約１２００ＩＵ／ｋｇのビタミンＥ；
　約５０～約５００ｐｐｍのビタミンＣ；
　約０．１％～約０．９％のＥＰＡ；及び
　約０．１％～約０．５％のＤＨＡを含んでなる、動物において免疫機能を強化するのに
有用なペット食品組成物、「組成物１．０」が含まれる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　[0007]　本発明には、以下の組成物も含まれる：
　「組成物１．１」　約０．１％～約０．５％のＤＨＡ、例えば、約０．２％～約０．４
％、例えば、約０．２％、約０．３％、又は約０．４％のＤＨＡを含んでなる「組成物１
．０」；
　「組成物１．２」　約２００～約１２００ＩＵ／ｋｇのビタミンＥ、例えば、約５００
ＩＵ／ｋｇ～約１１００ＩＵ／ｋｇ、約７００、約８００、約９００、又は約１０００Ｉ
Ｕ／ｋｇのビタミンＥを含んでなる「組成物１．０」又は「組成物１．１」；
　「組成物１．３」　約５０～約５００ｐｐｍのビタミンＣ、例えば、約１００～約４０
０ｐｐｍのビタミンＣ、例えば、約１５０、約１７５、約２００、又は約２２５ｐｐｍの
ビタミンＣを含んでなる、「組成物１．０」～「組成物１．２」のいずれかの組成物；
　「組成物１．４」　約１００ｐｐｍ～約５００ｐｐｍのカルニチン、例えば、約２００
、約３００、又は約４００ｐｐｍのカルニチンを含んでなる、「組成物１．０」～「組成
物１．３」のいずれかの組成物；
　「組成物１．５」　約２．５ｇ／１０００ｋｃａｌ～約７ｇ／１０００ｋｃａｌのリジ
ンを含んでなる、「組成物１．０」～「組成物１．４」のいずれかの組成物；
　「組成物１．６」　約２４００ｐｐｍ～約７５００ｐｐｍのコリン、例えば、約３００
０、約４０００、約４５００、約４６００、約４６２５、約４６５０、約４７００、約５
０００、又は約６０００ｐｐｍのコリンを含んでなる、「組成物１．０」～「組成物１．
５」のいずれかの組成物；
　「組成物１．７」　約０．１％～約０．６％のＥＰＡ、例えば、約０．２％、約０．３
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％、約０．４％、又は約０．５％のＥＰＡを含んでなる、「組成物１．０」～「組成物１
．６」のいずれかの組成物；
　「組成物１．８」　約５０ｐｐｍ～約２００ｐｐｍのマンガンを含んでなる、「組成物
１．０」～「組成物１．７」のいずれかの組成物；
　「組成物１．９」　約０．５％～約１．６％のメチオニン、例えば、０．８％～約１．
６％のメチオニン、例えば、約１．３又は約１．４％のメチオニンを含んでなる、「組成
物１．０」～「組成物１．８」のいずれかの組成物。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　[0010]　本発明には、以下の方法も含まれる：
　「方法２．１」　ネコ科動物が仔猫である、「方法２．０」の方法。
　「方法２．２」　ネコ科動物が、「組成物１．０」～「組成物１．１８」のいずれか１
つを妊娠期に給餌した母猫（a queen）より産まれたものである、「方法２．０」又は「
方法２．１」の方法。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
【表１】
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